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要旨

「だけ」は初級段階で導入され、使用頻度が非常に高い表現である。述語の制限がない

ため、さまざまな文に用いることができる。しかし、中国人学習者には「この本は 1000

円だけだ」「一年だけ日本語を勉強したので、あまり上手ではない」などの誤用がよく見

られ、「だけ」を不自然に多用する傾向がある。

これまでの先行研究では、日本語文法の視点から「だけ」の機能または使い方が明らか

にされてきた。例えば、安部（1999）は「実体験を書いただけだ」というダケダ文には「不

十分である」といったニュアンスが感じられるが、「実体験だけ書いた」という名詞句ダ

ケ文には感じられないと述べている。また、三枝（1988）では、「だけ」と助詞の結合法

がまとめされている。しかし、実際に学習者がダケダ文と名詞句ダケ文をどのように理解

し、使用しているのか。また、学習者にとってどの助詞との結合が間違えやすいのかにつ

いてはまだ明らかにされていない。

そのため、本研究は中国人学習者を対象にし、「だけ」に関する学習者の誤用実態を明

らかにすることを目的とする。また、中国人向けの教科書における「だけ」がどのように

扱われているのか、中国人向けの教科書を考察することを通し、改善策も提案したい。

分析方法として、まずは中国人学習者と日本語母語話者、中国語以外を母語とする学習

者を対象にし、「多言語母語の日本語学習者横断コーパス」「日本語学習者作文コーパス」

「現代日本語書き言葉均衡コーパス」「日本語日常会話コーパス」この 4 つのコーパスを

使い、「だけ」に関する使用例を集めて分析した。中国人学習者の誤用のタイプや特有性、

または母語話者との使用の違いを明らかにした。その上で、中国人学習者向けの『総合日

本語』『標準日本語』『みんなの日本語（中国語版）』この 3 種類の教科書を対象にし、

「だけ」と「しか」に関する文法項目の導入や練習問題を分析し、問題点に対する改善策

も提案した。

分析の結果、中国人学習者の誤用を「助詞との結合」「名詞句ダケ文とダケダ文の混用」

「限定の濫用」「ダケとシカの混用」「学習者に見られなかったダケ」という 5 つのタイ

プに分類した。その中で、「名詞句ダケ文とダケダ文の混用」「限定の濫用」「学習者に

見られなかったダケ」この 3 種類の誤用は中国語以外を母語とする学習者に見られなかっ

たため、中国人学習者特有の誤用である可能性があると考えられる。まず、「名詞句ダケ

文とダケダ文の混用」について、中国人学習者は「不十分」と感じられる文で名詞句ダケ

文を使ってしまう傾向があるとわかった。この点に対して、教科書としては、意図を持っ

て意味的な違いが読み取りやすい例文を選ぶことが重要だと考えられる。次に、「限定の

濫用」について、主には「数量語+だけ」という用法の誤用である。中国人学習者は「一年

生」または「8 歳」などの不適切な言葉を数量語だと考え、「だけ」で限定する傾向があ

るとわかった。この点に対して、教科書としては「数量語+だけ」の用法に制約があること

を学習者にきちんと伝えるべきだと思われる。最後に、「学習者に見られなかったダケ」

について、「できるだけ」という表現が中国人学習者によく使用されているが、同じ用法

である「好きなだけ」などの表現が学習者に回避されていることがわかった。この点に対

して、教科書としては具体的な接続の仕方をはっきり学習者に提示すべきだけでなく、学

習者自身が動詞を変形し、文を作る練習問題も多く用意すべきだと考えられる。
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